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Ⅰ．はじめにⅠ．はじめにⅠ．はじめにⅠ．はじめに    

    

「糖尿病治療における歯科・医科連携「糖尿病治療における歯科・医科連携「糖尿病治療における歯科・医科連携「糖尿病治療における歯科・医科連携推進推進推進推進モデル事業」を終えてモデル事業」を終えてモデル事業」を終えてモデル事業」を終えて    

『歯科医師が糖尿病患者さんの治療をお手伝いしようではありませんか！！』 

 本事業が始まった２年目、滋歯会報（滋賀県歯科医師会報）巻頭言の冒頭にこう書かせてい

ただいた。 

「厚生労働省の国民健康栄養調査（2007）によると、全国の糖尿病患者、糖尿病予備群を合わ

せると 2200 万人に上る。実に全国民の 6 人に 1 人である。 

歯科との関連で言えば、歯周病は糖尿病の 6 番目の合併症とされ、多くの糖尿病患者が重度

の歯周病に罹患している。つまり「糖尿病→歯周病」「糖尿病→歯周病」「糖尿病→歯周病」「糖尿病→歯周病」で、このことは多くの歯科医に理解され

ている。さらに、近年のさまざまな研究結果から「歯周病→糖尿病」「歯周病→糖尿病」「歯周病→糖尿病」「歯周病→糖尿病」でもあることを強調して

おきたい。これは、歯周病による慢性炎症がインスリン抵抗性を高めてしまう。つまり、糖尿

病患者が歯周病であるとインスリンの効きにくい体になり、血糖のコントロールが難しくなる。

コントロールできないまま血糖値が高い状態が続くと、網膜症、腎障害、血行障害による足の

壊疽、心筋梗塞や脳梗塞などのさまざまな合併症を併発するリスクが高まる。このように、糖

尿病と歯周病は密接な関係にあり、糖尿病患者、糖尿病予備群にとって、食事運動療法ととも

に歯周病のコントロールは大変重要なのである。 

私たち歯科医師は第一の歯の喪失原因である歯周病の治療を日常業務として行っている。そ

の日常業務が糖尿病患者さんの糖尿病治療にも貢献することをご理解いただき、ひとりでも多

くの糖尿病患者さんに歯周治療を行えるよう、また、糖尿病に気づいていらっしゃらない隠れ

糖尿病患者さんをひとりでも多く内科医へ紹介できるよう、ご協力をお願いする。」 

こう続けて、歯周治療が歯の喪失防止だけではなく、糖尿病治療にも貢献することを歯科医

師会会員の先生方に訴えた。 

医科、歯科ともに研修を通してこのことをより深く理解し、相互の患者情報交換、紹介をス

ムーズに行うため、内科医と歯科医、あるいは病院と歯科医の連携体制、より効果的な連携ツ

ールを模索した 4年間であった。そしてそれは、今後も取組み続けるべき不断のテーマである。 

以下に４年間の事業を報告し、その成果、ならびに今後の課題を整理してみる。 

滋賀県歯科医師会 歯周病と糖尿病に係る歯科医科連携協議会 委員長 森田 潤 
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ⅡⅡⅡⅡ．．．．事業要綱事業要綱事業要綱事業要綱    

    

    

「糖尿病治療における歯科・医科連携推進モデル事業「糖尿病治療における歯科・医科連携推進モデル事業「糖尿病治療における歯科・医科連携推進モデル事業「糖尿病治療における歯科・医科連携推進モデル事業」実施要綱」実施要綱」実施要綱」実施要綱    

＜（ ）は一部補足等＞  

 

１．目的 

 糖尿病は歯周疾患を悪化させ、逆に歯周疾患は糖尿病の血糖コントロールを困難に

させる。さらに、糖尿病患者の歯周疾患を適切に治療することにより、血糖コントロ

ールを容易にし、腎症、失明、神経症等の糖尿病合併症の発症を低下させることが示

唆されている、しかしながら、現在は医科と歯科の連携体制がつくられていないため、

糖尿病患者への歯周治療を円滑に進めるための体制構築を行い、もって県民の健康の

保持増進に資することを目的とする。（平成２２年度～２５年度、４年間の事業） 

 

２．実施主体 

  この事業の実施主体は、滋賀県とする。 

 

３．事業の項目 

  次の事業とする。 

①研修会の開催 

（対象：医療関係者(県全域・各圏域)、一般住民、糖尿病患者（病院糖尿病教室）） 

②検討会（多職種連携会議）の開催(県全域・各圏域) 

③事業評価委員会の開催 

④啓発の実施(チラシ、リーフレット、ＤＶＤ等の作成・配布) 

⑤歯周病検査の実施（平成２２年度～２４年度） 

⑥連携実態調査の実施（平成２４年度～２５年度） 

⑦シンポジウムの開催（平成２５年度） 

 

（４．事業内容：省略 ※次項で実施内容を詳述） 

 

５．事業の実施 

（１）事業は、一般社団法人滋賀県歯科医師会（以下、「実施機関」という）に委託 

して行うものとする。 

 

（２）実施機関は、検討会、評価委員会のメンバーを選定し、運営するものとする。 
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Ⅲ．Ⅲ．Ⅲ．Ⅲ．「糖尿病治療における歯科「糖尿病治療における歯科「糖尿病治療における歯科「糖尿病治療における歯科・・・・医科連携推進モデル事業」医科連携推進モデル事業」医科連携推進モデル事業」医科連携推進モデル事業」    

滋賀県滋賀県滋賀県滋賀県歯科医師会歯科医師会歯科医師会歯科医師会（県全域）（県全域）（県全域）（県全域）の取組みの取組みの取組みの取組み（平成（平成（平成（平成 22222222～～～～25252525 年度年度年度年度））））    

 

（１）研修会・多職種連携会議等の開催  

①研修会・地域イベント 

日時 対象 研修会名・演題・講師 参加者数 

H22 

11.14 

一般 

県民 

【県民フォーラム歯―トフル淡海 2010】 

糖尿病-歯周病コーナーでのビデオ放映及び来場者説明 

ｲﾍﾞﾝﾄ全体で 

約 2,600 

H22 

12.5 

医療 

関係者 

【日本歯周病学会第４回近畿地区臨床研修会】 

「糖尿病診療の進歩と歯周病管理」 

◇滋賀医科大学附属病院 病院長 柏木 厚典 

116 

H23 

7.28 

医療 

関係者 

【歯周病-糖尿病連携推進事業公開講座】 

「滋賀県における糖尿病－歯周病連携推進事業計画」 

◇滋賀県歯科医師会会員 高山 真一 

「歯周病と糖尿病との切っても切れない関係」 

◇歯科医師（豊中市開業） 山本 浩正 

「糖尿病専門医から視た医科-歯科連携の重要性」 

◇大津赤十字病院 副院長 岡本 元純 

「糖尿病患者への歯周治療の取り組み 

～歯科衛生士として患者とのコミュニケーションを考える～」 

◇歯科衛生士（神戸市はらだ歯科医院勤務） 熊本 宏美 

「糖尿病患者の食事療法 ～歯周病へのアプローチ～」 

◇布施 順子（滋賀県栄養士会会員、管理栄養士） 

107 

H23 

10.16 

一般 

県民 

【県民フォーラム歯―トフル淡海 2011】 

糖尿病-歯周病コーナーでのビデオ放映及び来場者説明 

ｲﾍﾞﾝﾄ全体で 

約 3,000 

H23 

12.1 

医療 

関係者 

【平成 23年度第１回学術講演会】 

「歯周基本治療の効果について～どこまで治るのか？～」 

◇大阪大学大学院歯学研究科 准教授 北村 正博 

101 

H24 

12.9 

医療 

関係者 

【歯周病と糖尿病に係る歯科医科連携研修会】 

「糖尿病と歯周病の関わり～医科歯科連携の重要性～」 

◇滋賀医科大学医学部 内科学講座 講師 卯木 智 

「エビデンスに基づいた歯周病と糖尿病の関連性」    

◇愛知学院大学歯学部 歯周病学講座 教授 野口 俊英 

78 

H25 

11.17 

一般 

県民 

【県民フォーラム歯―トフル淡海 2013】 

「糖尿病と歯周病の関係」DVD 放映、リーフレット配布 

「糖尿病と歯周病の関係」認知度アンケート 

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ

配布 

111 

H25 

12.8 

医療 

関係者 

【シンポジウム「医科歯科連携のこれからを考える」】 

「第３回滋賀県医師会糖尿病実態調査から見た医科歯科連携の実情」 

◇滋賀県医師会 学術担当理事 大西 淳夫 

「日本歯周病学会が発信した糖尿病患者に対する歯周治療ガイド 

ライン～EBMの可能性とその限界を知って医科歯科連携を推進する～」

◇滋賀県歯科医師会会員 高山 真一 

「医師だからこそ歯科受診を勧める 

～医科歯科連携、医科からのアプローチ～」 

◇医師（京都府宇治市開業） 細田 正則 

＜基調報告＞「糖尿病治療における歯科医科連携推進モデル事業」 

       （H22～25）について（県全域／各地域） 

＜ディスカッション＞「医科歯科連携の諸課題と今後のあり方」 

座長：滋賀県健康福祉部 参与 吉川 隆一 

71 
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②多職種連携会議（検討会） 

年度 会議名 回数 参加者数 出席職種・団体等 

H22 

歯周病と糖尿病に係る 

歯科医科連携協議会 

9 回（うち 6 回は歯科のみ） 16 名 

医師会、歯科医師会、 

病院医師・歯科医師、 

県職員 

H23 （同上） 7 回（うち 4 回は歯科のみ） 19 名 

H24 （同上） 3 回 19 名 

H25 （同上） 3 回 18 名 

    

    

 

 

（２）各種媒体による周知・啓発 

１）一般県民への啓発 

①ポスター・リーフレット 

 

 ②テレビ CM の放映（びわ湖放送）資料１参照 

年度 期間・回数 

H23 H23.12.22～H24.1.11 の 21 日間、計 52回 

H24 

夏期：H24.7.29～8.19 の 21 日間で 20回 

冬期：H24.12.24～H25.1.8 の 16 日間で 31 回 計 51 回 

 

２）医科への周知 

 

ポスター・リーフレット 制作年 配布先 

リーフレット「糖尿病と歯周病の危険な関係」 

リーフレット「ご存知ですか」 

ポスター「糖尿病と歯周病の関係」2 種 

ポスター「糖尿病は歯周病の合併症」 

H22 

（H25 増刷） 

・県歯科医師会会員（約 520 件） 

・県医師会会員（約 810 件） 

・県病院協会所属病院（約 60 件） 

・歯ートフル淡海等、県歯及び各地域

の一般向けイベントで随時配布。 

DVD「糖尿病と歯周病の関係」 

（CM および解説スライドを収録）資料１参照 

H24 

（H25 増刷） 

・県病院協会所属病院（約 60 件） 

・衛生士会、市町健康づくり担当部署 

媒体・周知方法 配布先 実施内容等 

医療関係者向けチラシ 

「糖尿病と歯周病 その密接

な関係」 

・県歯科医師会会員（約 520 件） 

・県医師会会員（約 810 件） 

・県病院協会所属病院（約 60 件） 

H23 年度作成・配布 

糖尿病-歯周病連携推進 

歯科医療機関リスト  

（協力医院 437 件の住所録） 

資料２参照 

・県医師会会員（約 810 件） 

・県病院協会所属病院（約 60 件） 

H23 より毎年 1回最新版を配布 

歯科医師会 HP にも掲載 

「滋賀県医師会報」への 

連携推進記事の投稿  

・県医師会会員（約 810 件） 

H24 年 11 月号・12 月号 

H25 年 3月号・4月号に連載 

滋賀県糖尿病ネット（http://www.shigadm.net/）への 

研修会情報掲載依頼 

H24 年より随時掲載頂いている 
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３）歯科への周知  

 

 

 

 

（３）アンケート調査「医科歯科連携に係る状況調査」 

 

 ◆主な調査結果（H25） 

※詳しい調査結果は別冊の「第２回医科歯科連携に係る調査報告書」をご参照下さい。 

調査対象 

回答 

率 

過去 1年に糖尿病と歯周病に係

る医科歯科医療連携を行った 

過去 1年に糖尿病以外の分野で医科 

歯科医療連携を行った（在宅医療等） 

医科診療所 11% 24% 53% 

歯科診療所 86% 12% 48% 

病院（口腔外科あり） 81% 76% 82% 

病院（口腔外科なし） 38% 23% 71% 

  

 

 

 

（４）連携の実施状況について（連携数調査） 

 

◆主な調査結果 ※詳しい調査結果は別冊の「第２回医科歯科連携に係る調査報告書」をご参照下さい。 

 ＜連携数集計：医科→歯科／歯科→医科＞    ＜連携数集計：会員診療所／病院＞ 

 

媒体・周知方法 配布先 実施内容等 

様式「歯と口の健康管理票」 

及び活用マニュアルの作成 

・県歯科医師会会員（約 520 件） 

H23 年度作成・配布 

マニュアルは毎年配布。 

「糖尿病連携手帳」 

活用マニュアルの作成 

H24 より、手帳実物とマニュアル

を毎年配布。 

実施年 調査対象 

H24 年度（H25 年 1 月調査） 

H25 年度（H26 年 1 月調査） 

・県歯科医師会会員診療所（病院除く約 470 件） 

・県医師会会員（約 810 件） 

・県病院協会所属病院（約 60 件：口腔外科あり約 20、なし約 40） 

実施年 調査対象 

H23 年度（H24 年 4 月調査） 

H24 年度（H25 年 2 月調査） 

H25 年度（H26 年 1 月調査） 

・県歯科医師会会員診療所（病院除く約 470 件） 

・県内の歯科・口腔外科を有する病院 

（H23・24 は「病院歯科と歯科医師会との病診連携推進協議会」 

参加病院） 

年度 

医科→歯科 歯科→医科 

連携

数 

実施医療 

機関数 

連携

数 

実施医療

機関数 

H23 318 28 144 27 

H24 313 43 150 32 

H25 1736 50 130 43 

年度 

会員診療所 病院 

連携

数 

実施医療 

機関数 

連携 

数 

実施医療 

機関数 

H23 122 31 340 15 

H24 119 37 344 14 

H25 98 50 1768 13 
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ⅣⅣⅣⅣ．「糖尿病治療における歯科・医科連携推進モデル事業」．「糖尿病治療における歯科・医科連携推進モデル事業」．「糖尿病治療における歯科・医科連携推進モデル事業」．「糖尿病治療における歯科・医科連携推進モデル事業」    

地域地域地域地域歯科医師会歯科医師会歯科医師会歯科医師会（各地（各地（各地（各地域）域）域）域）の取組みの取組みの取組みの取組み（平成（平成（平成（平成 22222222～～～～25252525 年度年度年度年度））））    

    

    ①①①①大津地域大津地域大津地域大津地域（大津市（大津市（大津市（大津市歯科医師会／大津市歯科医師会／大津市歯科医師会／大津市歯科医師会／大津市））））    

（１）地域歯科医師会の取（１）地域歯科医師会の取（１）地域歯科医師会の取（１）地域歯科医師会の取組み組み組み組み    

【【【【糖尿病・歯周病医科歯科連携事業に係る研修会・多職種連携会議等の開催糖尿病・歯周病医科歯科連携事業に係る研修会・多職種連携会議等の開催糖尿病・歯周病医科歯科連携事業に係る研修会・多職種連携会議等の開催糖尿病・歯周病医科歯科連携事業に係る研修会・多職種連携会議等の開催】】】】        

◆研修会・地域イベント 

日時 対象 研修会名・演題・講師 参加者数 

H22 

11.25 

医療 

関係者 

【糖尿病-歯周病連携事業研修会】 

「歯科医・糖尿病医の連携への期待と最新の話題」 

◇大津赤十字病院 副病院長 岡本元純 

52 

H23 

10.16 

一般 

県民 

【大津健康フェスティバル 2011（歯の健康フェアー）】 

「糖尿病と歯周病の関係」啓発パネル展示 

歯科コーナー 

196 

H24 

3.1 

一般 

県民 

【大津商工会議所での講演「糖尿病と歯周病の関係について」】 

◇滋賀県歯科医師会 公衆衛生部 山口成司 

10 

H24 

10.21 

一般 

県民 

【大津健康フェスティバル 2012（歯の健康フェアー）】 

「糖尿病と歯周病の関係」啓発パネル展示 

歯科コーナー 

261 

H24 

12.11 

健康 

推進員 

【「糖尿病と歯周病」講演会】 

◇滋賀県歯科医師会 公衆衛生部 山口成司 

50 

H25 

10.20 

一般 

県民 

【大津健康フェスティバル 2013（歯の健康フェアー）】 

「糖尿病と歯周病の関係」啓発パネル展示 

歯科コーナー 

259 

H26 

2.16 

一般 

県民 

【市民公開講座「歯周疾患と全身疾患」】「糖尿病と歯周病の関係」 

◇滋賀県歯科医師会 公衆衛生部 副部長 松井泰成 

60 

◆多職種連携会議（検討会） 

年度 会議名 回数 参加者数 出席職種・団体等 

H23 大津市三師会における糖尿病-歯周病連携説明 1 回 44 名 

医師、歯科医師、 

薬剤師、市職員 

H24 （同上） 1 回 44 名 （同上） 

H25 （同上） 1 回 43 名 （同上） 

【【【【主な主な主な主な取取取取組みの目的及び成果組みの目的及び成果組みの目的及び成果組みの目的及び成果（（（（塗りつぶした項目）塗りつぶした項目）塗りつぶした項目）塗りつぶした項目）】】】】    

取組み 

【糖尿病-歯周病連携事業研修会】（H22 年度） 

「歯科医・糖尿病医の連携への期待と最新の話題」 

講師：大津赤十字病院 副病院長 岡本元純 

目 的 

まず歯科医師の知識向上が重要と考え、比較的早期に、 医科講師による歯科医師対象

研修会を行った。 

成 果 

平成 23 年度は大津地域の会員診療所で医科→歯科 11 件、歯科→医科 20件の計 31件の

連携事例があった。会員数からするとまだ少ないが、しかし、連携の意識浸透が伺える。 

 

取組み 大津市三師会における糖尿病-歯周病連携説明 

目 的 

既存の多職種会議の場を利用し、医師だけでなく薬剤師・ 市行政にも取組みの周知・

協力依頼を行う。 

成 果 

目に見える成果はないが、連携の浸透・トラブルの未然防止に役立っていると思われる。

また、既存の年中行事に組み込むことで、永続的に取り組めるモデルと言える。 
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（３）（３）（３）（３）糖尿病糖尿病糖尿病糖尿病----歯周病歯周病歯周病歯周病    医科歯科連携医科歯科連携医科歯科連携医科歯科連携のののの事例事例事例事例紹介紹介紹介紹介                                                    ＜＜＜＜大津地域大津地域大津地域大津地域＞＞＞＞    

１）事例の背景１）事例の背景１）事例の背景１）事例の背景    （糖尿病の状態、受診歴など患者の基礎データ）（糖尿病の状態、受診歴など患者の基礎データ）（糖尿病の状態、受診歴など患者の基礎データ）（糖尿病の状態、受診歴など患者の基礎データ）    

45 歳男性。以前より糖尿病治療のため病院内科に通院中であったが平成 20 年、急性症状発症し

眼底手術を受ける。また同時期よりインスリン自己注射を行うようになった。 

歯科初診時、主訴は左下臼歯部の咬合痛であったが、口腔内所見は中等度～重度歯周炎に罹患さ

れており、P（歯周炎）処置ならびに TBI（歯磨き指導）を行い、最新のデータでは HbA1c7.2（NGSP）

であった。 

２）連携先２）連携先２）連携先２）連携先    （病院か医科診療所か）（病院か医科診療所か）（病院か医科診療所か）（病院か医科診療所か）    医科→歯科医科→歯科医科→歯科医科→歯科    

病院内科にて月１回の受診。 

３）連携方法３）連携方法３）連携方法３）連携方法    （使われた情報提供ツール、連携の一連の流れなど（使われた情報提供ツール、連携の一連の流れなど（使われた情報提供ツール、連携の一連の流れなど（使われた情報提供ツール、連携の一連の流れなど））））    

紹介状にて情報提供を相互に行っている。（病院の様式に沿っている） 

４）連携結果４）連携結果４）連携結果４）連携結果    （患者のその後の医科受診、歯周病・糖尿病の経過など）（患者のその後の医科受診、歯周病・糖尿病の経過など）（患者のその後の医科受診、歯周病・糖尿病の経過など）（患者のその後の医科受診、歯周病・糖尿病の経過など）    

医科・歯科の両科でフォローアップしている。 

５）患者の感想、連携医科の感想５）患者の感想、連携医科の感想５）患者の感想、連携医科の感想５）患者の感想、連携医科の感想    

現在、咬合痛もなく、HbA1c の低下により歯科の必要性を痛感されている。 

 

 

（（（（２２２２）地域）地域）地域）地域において連携の課題と思われること、今後の展望において連携の課題と思われること、今後の展望において連携の課題と思われること、今後の展望において連携の課題と思われること、今後の展望    

医科と歯科がお互いに「顔の見える関係」になることが、最重要な課題と思われる。 

今後も三師会と市行政との協議会などの場を利用し、定期的に情報交換、課題の協議等を 

行っていく。 
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    ②②②②南部南部南部南部地域地域地域地域（（（（草津栗東守山野洲歯科医師会／草津栗東守山野洲歯科医師会／草津栗東守山野洲歯科医師会／草津栗東守山野洲歯科医師会／草津市・栗東市・守山市・野洲市）草津市・栗東市・守山市・野洲市）草津市・栗東市・守山市・野洲市）草津市・栗東市・守山市・野洲市）    

（１）地域歯科医師会の取り組み（１）地域歯科医師会の取り組み（１）地域歯科医師会の取り組み（１）地域歯科医師会の取り組み    

【【【【糖尿病・歯周病医科歯科連携事業に係る研修会・多職種連携会議等の開催糖尿病・歯周病医科歯科連携事業に係る研修会・多職種連携会議等の開催糖尿病・歯周病医科歯科連携事業に係る研修会・多職種連携会議等の開催糖尿病・歯周病医科歯科連携事業に係る研修会・多職種連携会議等の開催】】】】        

◆研修会・地域イベント 

日時 対象 研修会名・演題・講師 参加者数 

H23 

12.17 

医療 

関係者 

【歯周病と糖尿病に係る歯科・医科連携に関する説明会】 

◇済生会滋賀県病院 糖尿病代謝内科部長 稲本望 

60 

H24 

2.16 

医療 

関係者 

【研修会】「糖尿病と歯周病の関わり～医科歯科連携の重要性～」 

◇滋賀医科大学附属病院 糖尿病内分泌内科 助教 卯木智 

65 

H24 

9.26 

糖尿病 

患者 

【済生会滋賀県病院糖尿病教室における講演】 

「糖尿病と歯周病の関わりについて」 

◇滋賀県歯科医師会公衆衛生部 副部長 大槻芳夫 

35 

H24 

9.27 

医 療 関

係者 

・健康 

推進員 

【糖尿病治療における歯科・医科連携推進モデル事業 講演会】 

「生活習慣病 ～糖尿病と歯周病の関係～」 

◇済生会滋賀県病院 糖尿病代謝内科部長 稲本望 

100 

H25 

11.21 

医療 

関係者 

【研修会】 

「糖尿病治療の過去、現在、未来～今後の医科歯科連携に向けて～」 

◇草津栗東医師会 理事 新木真一 

61 

 

◆多職種連携会議（検討会） 

年度 会議名 回数 参加者数 出席職種・団体等 

H23 

歯周病と糖尿病に係る歯科医 

科連携事業に関する協議会 

2 回 

毎回 

8 名程度 

医師会、歯科医師会 

済生会滋賀病院 

H24 

（同上） 1 回 12 名 医師会、歯科医師会、保健所 

（同上） 1 回 13 名 

医師会、歯科医師会、保健所 

歯科衛生士会、4 市健康増進課 

H25 

（同上） 1 回 12 名 医師会、歯科医師会、保健所 

（同上） 1 回 17 名 

医師会、歯科医師会、保健所 

歯科衛生士会、4 市健康増進課 

【【【【主な取組みの目的及び成果主な取組みの目的及び成果主な取組みの目的及び成果主な取組みの目的及び成果（（（（塗りつぶした項目）塗りつぶした項目）塗りつぶした項目）塗りつぶした項目）】】】】    

取組み 

【歯周病と糖尿病に係る歯科・医科連携に関する説明会】 

講師：済生会滋賀県病院 糖尿病代謝内科部長 稲本望 

目 的 

地域の病院から歯科医師会に連携の打診があり、これを受けて相互に講師を出し合い、

連携に関する説明会を両者で開催した。 

成 果 

「顔の見える関係」ができたことにより、その後、病院と会員診療所との連携が数例あ

った。 同病院の糖尿病教室で患者対象のミニ講演会も行った。 

 

取組み 

【研修会】「糖尿病治療の過去、現在、未来～今後の医科歯科連携に向けて～」 

講師：草津栗東医師会 理事 新木真一 

目 的 

地域医師会にも初期から検討会（多職種連携会議）に参加を頂き、定期的な協議・情報

交換を行って連携推進を図っている。今回は研修会の講師も務めて頂いた。 

成 果 医科診療所と歯科診療所との連携、特に歯科→医科の連携事例が徐々に増えている。  
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（（（（２２２２）地域において連携の課題と思われること、今後の展望）地域において連携の課題と思われること、今後の展望）地域において連携の課題と思われること、今後の展望）地域において連携の課題と思われること、今後の展望    

� 草津栗東守山野洲歯科医師会は草津栗東医師会と守山野洲医師会と年 2 回程度の検討会を今

後も継続し、先述のとおり、「癌患者周術期の口腔ケア」、「妊産婦の口腔ケア」、「在宅医療、

在宅口腔ケア」、「障害児治療」などについて連携システム化の準備を進めていく予定である。 

 

� 連携システムを強固なものとするため、医科と歯科が「顔の見える関係」を構築することが重

要である。実際の連携は近隣の医科診療所（病院）と歯科診療所との間で行われる事例が多く

なることが予想されるため、同一市町ごとなどの小さな単位から、研修会や懇親会等の機会を

設けていくことが有効ではないかと考えている。 

 

 

（３）（３）（３）（３）糖尿病糖尿病糖尿病糖尿病----歯周病歯周病歯周病歯周病    医科歯科連携医科歯科連携医科歯科連携医科歯科連携のののの事例事例事例事例紹介紹介紹介紹介                                                ＜南部＜南部＜南部＜南部地域地域地域地域＞＞＞＞        

１）事例の背景１）事例の背景１）事例の背景１）事例の背景    （糖尿病の状態、受診歴など患者の基礎データ）（糖尿病の状態、受診歴など患者の基礎データ）（糖尿病の状態、受診歴など患者の基礎データ）（糖尿病の状態、受診歴など患者の基礎データ）    

患者：37歳男性  主訴：う蝕治療、歯石除去希望  全身既往歴：Ⅰ型糖尿病  

２）連携先２）連携先２）連携先２）連携先    （病院か医科診療所か）（病院か医科診療所か）（病院か医科診療所か）（病院か医科診療所か）歯歯歯歯科→科→科→科→医科医科医科医科    

 歯科診療所から医科診療所への紹介 

３）連携方法３）連携方法３）連携方法３）連携方法    （使われた情報提供ツール、連携の一連の流れなど（使われた情報提供ツール、連携の一連の流れなど（使われた情報提供ツール、連携の一連の流れなど（使われた情報提供ツール、連携の一連の流れなど））））    

通常の診療情報提供書によって、糖尿病の病状提供の依頼がなされた。以後、患者より定期的に

データの提供を得ながら歯周基本治療が行われた。 

４）連携結果４）連携結果４）連携結果４）連携結果    （患者のその後の医科受診、歯周病・糖尿病の経過など）（患者のその後の医科受診、歯周病・糖尿病の経過など）（患者のその後の医科受診、歯周病・糖尿病の経過など）（患者のその後の医科受診、歯周病・糖尿病の経過など）    

 スケーリング、SRP（歯垢・歯石除去）、ブラッシング指導といった歯周基本治療が行われた。 

患者は定期的に医科受診をしており、患者から結果データを提供された。 

【歯周病、糖尿病の経過】 

初診時：口腔衛生状態不良（PCR=磨き残し指数 100％）、中等度歯周炎、HbA1c7.8％（JDS） 

  1 年半後：PCR32％、EPP（歯周ポケット測定）はほとんどの歯で正常値、HbA1c6.8％（JDS） 

  モチベーションが低く通院が途絶えることも多いが、徐々に改善傾向を認める。 

５）患者の感想、連携医科の感想５）患者の感想、連携医科の感想５）患者の感想、連携医科の感想５）患者の感想、連携医科の感想    

歯周病と糖尿病との関連についての説明を受け、驚いたとのこと。しかし、歯周病の自覚症状が 

少ないため、モチベーションの維持が困難。 
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    ③③③③甲賀甲賀甲賀甲賀地域地域地域地域（（（（甲賀湖南歯科医師会／甲賀湖南歯科医師会／甲賀湖南歯科医師会／甲賀湖南歯科医師会／甲賀市・湖南市）甲賀市・湖南市）甲賀市・湖南市）甲賀市・湖南市）    

（１）地域歯科医師会の取り組み（１）地域歯科医師会の取り組み（１）地域歯科医師会の取り組み（１）地域歯科医師会の取り組み    

【【【【糖尿病・歯周病医科歯科連携事業に係る研修会・多職種連携会議等の開催糖尿病・歯周病医科歯科連携事業に係る研修会・多職種連携会議等の開催糖尿病・歯周病医科歯科連携事業に係る研修会・多職種連携会議等の開催糖尿病・歯周病医科歯科連携事業に係る研修会・多職種連携会議等の開催】】】】        

◆研修会・地域イベント 

日時 対象 研修会名・演題・講師 参加者数 

H23 

12.17 

医療 

関係者 

【糖尿病と歯周病に係る医科歯科連携研修会】 

（医科から歯科関係者に向けた講演） 

◇公立甲賀病院 内科部長 山田衆 

33 

H24 

3.29 

医療 

関係者 

【糖尿病と歯周病に係る医科歯科連携研修会】 

（於:甲南病院 歯科から病院関係者に向けた講演） 

◇滋賀県歯科医師会 公衆衛生部 眞岡淳之 

53 

H24 

4.1 

医療 

関係者 

【糖尿病と歯周病に係る医科歯科連携研修会】 

（於:公立甲賀病院 歯科から病院関係者に向けた講演） 

◇滋賀県歯科医師会 公衆衛生部 眞岡淳之 

29 

H24 

5.31 

健康 

推進員 

【「歯周病と全身疾患の関係」講演会】 

「働き盛り世代こそ歯科定期検診を受けましょう」 

◇滋賀県歯科医師会 公衆衛生部 眞岡淳之 

17 

H24 

8.4 

医療 

関係者 

【「第 20回甲賀湖南糖尿病研究会」における医科関係者への説明会】 

「歯周病と糖尿病に係る歯科医科連携事業について」 

◇滋賀県歯科医師会甲賀支部（当時） 

中森啓介、門矢芳則、中林雅子、眞岡淳之 

60 

H24 

11.1 

糖尿病 

患者 

【甲南病院糖尿病教室における講演】「糖尿病と歯周病の関わり」 

◇滋賀県歯科医師会 公衆衛生部 眞岡淳之 

26 

H25 

2.2 

医療 

関係者 

「第 21 回甲賀湖南糖尿病研究会」特別講演】 

「糖尿病と歯周病に係る医科歯科連携について」 

◇滋賀県歯科医師会 公衆衛生部 眞岡淳之 

65 

H25 

5.2 

糖尿病 

患者 

【甲南病院糖尿病教室における講演】 

「歯の大切さ／噛む事の大切さ／噛む事と糖尿病の関係／ 

歯の磨き方／糖尿病手帳の利用法」 

◇滋賀県歯科医師会 公衆衛生部 眞岡淳之 

15 

H25 

11.7 

糖尿病 

患者 

【甲南病院糖尿病教室における講演】（同上） 

◇滋賀県歯科医師会 公衆衛生部 眞岡淳之 

11 

H26 

2.6 

栄養士 

【栄養士会対象研修会】「糖尿病と歯周病の関わり」 

◇滋賀県歯科医師会 公衆衛生部 眞岡淳之 

9 

 

◆多職種連携会議（検討会） 

年度 会議名 回数 参加者数 出席職種・団体等 

H23 糖尿病と歯周病に係る医科歯科連携検討会 1 回 19 名 歯科医師会 

H24 （同上） 2 回 12～21名 

歯科医師会 

病院医師・事務員 

H25 （同上） 2 回 10～20名 （同上） 
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【主な取組みの目的及び成果【主な取組みの目的及び成果【主な取組みの目的及び成果【主な取組みの目的及び成果（（（（塗りつぶした項目）塗りつぶした項目）塗りつぶした項目）塗りつぶした項目）】】】】    

取組み 

【「第 20回甲賀湖南糖尿病研究会」における医科関係者への説明会】 

「歯周病と糖尿病に係る歯科医科連携事業について」 

目 的 

甲賀湖南医師会などが主催する「糖尿病研究会」に参加し歯科医師会の取組みについて

説明することで、地域の関係者への周知を図った。  

成 果 

地域の会員診療所において、平成 23 年度には０件であった医科からの患者紹介が、24

年度には４件あった。わずかではあるが、医科の意識の変化が伺える。 

 

取組み 

【甲南病院糖尿病教室における講演】「糖尿病と歯周病の関わり」 

講師：滋賀県歯科医師会 公衆衛生部 眞岡淳之 

目 的 

病院で患者対象に行われる講話「糖尿病教室」に「糖尿病と歯周病の関係」のミニ講演

を加えて頂くことで、糖尿病患者・予備群および病院スタッフ等、もともと関心のある

方々へのダイレクトな啓発となる。 

成 果 

好評を頂き、今後も年間スケジュールに組み入れて頂く予定である。連携事例の増加に

もつながっている。  

 

 

    

（３）（３）（３）（３）糖尿病糖尿病糖尿病糖尿病----歯周病歯周病歯周病歯周病    医科歯科連携医科歯科連携医科歯科連携医科歯科連携のののの事例事例事例事例紹介紹介紹介紹介                                                ＜甲賀＜甲賀＜甲賀＜甲賀地域地域地域地域＞＞＞＞    

１）事例の背景１）事例の背景１）事例の背景１）事例の背景    （糖尿病の状（糖尿病の状（糖尿病の状（糖尿病の状態、受診歴など患者の基礎データ）態、受診歴など患者の基礎データ）態、受診歴など患者の基礎データ）態、受診歴など患者の基礎データ）    

53 歳女性。以前より、近隣の病院に通院していたが歯周病等の検査をしてもらうように担当医か

ら指示されたので来院。 

２）連携先２）連携先２）連携先２）連携先    （病院か医科診療所か）（病院か医科診療所か）（病院か医科診療所か）（病院か医科診療所か）医科→歯科医科→歯科医科→歯科医科→歯科    

病院からの指示、紹介。 

３）連携方法３）連携方法３）連携方法３）連携方法    （使われた情報提供ツール、連携の一連の流れなど（使われた情報提供ツール、連携の一連の流れなど（使われた情報提供ツール、連携の一連の流れなど（使われた情報提供ツール、連携の一連の流れなど））））    

 口頭で患者に指示が出されたため、医科からの紹介状や、情報提供はなかったが、この病院での糖

尿病教室でドクターとの面識があり、受診を勧めているとおっしゃっていた。 

４）連携結果４）連携結果４）連携結果４）連携結果    （患者のその後の医科受診、歯周病・糖尿病の経過など（患者のその後の医科受診、歯周病・糖尿病の経過など（患者のその後の医科受診、歯周病・糖尿病の経過など（患者のその後の医科受診、歯周病・糖尿病の経過など））））    

 臼歯部の歯周病が進行していたが、患者の理解もあり、一連の歯周病治療を完了でき、定期検診の

ため来院している。糖尿病の状態も安定している。 

５）患者の感想、連携医科の感想５）患者の感想、連携医科の感想５）患者の感想、連携医科の感想５）患者の感想、連携医科の感想    

 歯周病がひどくならないうちに、早めに医師から受診を勧められて感謝している。 

（（（（２２２２）地域において連携の課題と思われること、今後の展望）地域において連携の課題と思われること、今後の展望）地域において連携の課題と思われること、今後の展望）地域において連携の課題と思われること、今後の展望    

 医科、歯科、行政が一体となり市民に啓発していく事が、糖尿病患者の歯科受診に繋がると考えら

れる。  

 医師と連携をとるためには、歯科医師が積極的に糖尿病関連の会議に出席しアピールすることが必

要である。その一つとして、甲賀湖南糖尿病研修会には歯科医師会から代表者が今後も参加していく。 

 また、病院の糖尿病教室における歯周病講演も、当初は歯科医師会から依頼していたが、今年は先

方から依頼が来た。継続して歯科医師会として活動を続けていく事が、徐々に広まっていく可能性が

あるため、継続していく予定である。 
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    ④④④④湖東湖東湖東湖東地域地域地域地域（（（（湖東歯科医師会／湖東歯科医師会／湖東歯科医師会／湖東歯科医師会／近江八幡市・東近江市・愛知郡・蒲生郡）近江八幡市・東近江市・愛知郡・蒲生郡）近江八幡市・東近江市・愛知郡・蒲生郡）近江八幡市・東近江市・愛知郡・蒲生郡）    

（１）地域歯科医師会の取り組み（１）地域歯科医師会の取り組み（１）地域歯科医師会の取り組み（１）地域歯科医師会の取り組み    

【【【【糖尿病・歯周病医科歯科連携事業に係る研修会・多職種連携会議等の開催糖尿病・歯周病医科歯科連携事業に係る研修会・多職種連携会議等の開催糖尿病・歯周病医科歯科連携事業に係る研修会・多職種連携会議等の開催糖尿病・歯周病医科歯科連携事業に係る研修会・多職種連携会議等の開催】】】】  

◆研修会・地域イベント 

日時 対象 研修会名・演題・講師 参加者数 

H23 

9.22 

医療 

関係者 

【東近江医師会例会における説明会】 

「糖尿病と歯周病の医科歯科連携について」 

◇湖東歯科医師会 会員 小川益弘 

30 

H23 

10.23 

一般 

県民 

【健口いきいきフォーラム 2011】講演「糖尿病と歯周病」 

◇大阪大学大学院歯学研究科 準教授 北村正博（歯科医師） 

◇糖尿病三方よし研究会 会長 桝田昌之助（医師） 

65 

H24 

5.13 

医療 

関係者 

【研修会「歯科医療従事者が理解しておきたい糖尿病の基礎知識」】 

◇国立病院機構滋賀病院 内科医長 前野恭宏 

50 

H24 

9.2 

一般 

県民 

【健口いきいきフォーラム 2012】「お口の健康と生活習慣病」研修会 

「生活習慣病と歯周病」 

◇近江八幡市立総合医療ｾﾝﾀｰ 代謝・内分泌内科 部長 中村高秋 

「健口いきいき寄席」 

◇東京都杉並区開業 歯科医師 並川功（落語家 立川抜歯） 

99 

H25 

10.16 

医療 

関係者 

【東近江薬剤師会例会における説明会】 

「糖尿病と歯周病に係る医科歯科連携について」 

◇湖東歯科医師会 理事 小川益弘 

20 

H25 

10.24 

医療 

関係者 

【東近江医師会例会における説明会】 

「糖尿病と歯周病に係る医科歯科連携について」 

◇湖東歯科医師会 理事 小川益弘 

32 

H25 

11.10 

一般 

県民 

【健口いきいきフォーラム 2013 テーマ「つなぐ」】 

「糖尿病と歯周病の治療現場から 安心して暮らせる医療のかたち」 

「延ばそう健康寿命 ～生活習慣病を管理する～」 

◇糖尿病三方よし研究会 副会長 久我正文（医師） 

「糖尿病と歯周病に係る医科歯科連携事業報告」 

◇湖東歯科医師会 理事 小川益弘 

「健口いきいき寄席」                       

◇近江八幡市井筒薬局 薬剤師 磯矢毅（社会人落語 井筒屋磯七） 

101 

H25 

12.10 

糖尿病 

患者 

【能登川病院糖尿病教室における講演】 

◇滋賀県歯科医師会 公衆衛生部 小川益弘 

19 

 

◆多職種連携会議（検討会） 

年度 会議名 回数 参加者数 出席職種・団体等 

H22 「糖尿病三方よし研究会」への会員歯科医師参加 1 回 会員 3 名 医師、歯科医師 

H23 （同上） 4 回 会員 1 名 （同上） 

H24 （同上） 4 回 （同上） （同上） 

H25 

「糖尿病三方よし研究会」への会員歯科医師参加 

4 回 

程度 

（同上） （同上） 

糖尿病と歯周病に係る医科歯科連携検討会 1 回 （未開催） 医師、歯科医師他 
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【【【【主な取組みの目的及び成果主な取組みの目的及び成果主な取組みの目的及び成果主な取組みの目的及び成果（（（（塗りつぶした項目）塗りつぶした項目）塗りつぶした項目）塗りつぶした項目）】】】】    

    

取組み 「糖尿病三方よし研究会」への会員歯科医師参加 

目 的 

東近江地域における糖尿病領域の医療連携ネットワークである「糖尿病三方よし研究

会」に歯科医師会員が参加することで、医科を始めとする多職種との情報交換、「顔の

見える関係づくり」を進める。  

成 果 

湖東地域は平成 23 年度・24 年度ともに「連携を行った診療所数」が７圏域の中で最も

多い。（H23：11 件、H24：9 件）「顔の見える関係づくり」が比較的進んでいると言える。 

 

  

 

取組み 【健口いきいきフォーラム】の開催（H23～） 

目 的 

湖東歯科医師会主催の一般県民対象イベント「健口いきいきフォーラム」は、毎回「糖

尿病三方よし研究会」の協力を得て、医科・歯科の両講師による講演を行っている。こ

の方式により、「口腔と全身疾患の関係」「医科・歯科の連携」を県民に強く印象づけて

いる。  

成 果 

近年は 100 名前後の参加者のある人気イベントとなっており今後も継続していく予定

である。 

 

（（（（２２２２）地域において連携の課題と思われ）地域において連携の課題と思われ）地域において連携の課題と思われ）地域において連携の課題と思われること、今後の展望ること、今後の展望ること、今後の展望ること、今後の展望    

・医師会、歯科医師会の連携を一層深めていく。（合同勉強会の開催等） 

・特に歯科医療従事者が今後も糖尿病に関心をもってもらうことが大切なので、その為の方策を 

各地域で検討する。 

・連携実績も大切だが、実際の事例、データを各地域で集積し、医療従事者、特に医師に提示して 

いくことで一層の理解を求めていくよう、今後も継続的かつ地道な活動が必要。 

・今後も年１回の連携医療機関リストの継続的な発行。 

・検討会（多職種連携会議）の開催。 

・糖尿病三方よし研究会への参加奨励。 

 

（３）（３）（３）（３）糖尿病糖尿病糖尿病糖尿病----歯周病歯周病歯周病歯周病    医科歯科連携医科歯科連携医科歯科連携医科歯科連携のののの事例事例事例事例紹介紹介紹介紹介                                                ＜湖東＜湖東＜湖東＜湖東地域地域地域地域＞＞＞＞    

１）事例の背景 （糖尿病の状態、受診歴など患者の基礎データ） 

  57 歳女性。以前より医科診療所に糖尿病治療のため通院中。 

左側上顎２、３部の歯肉腫脹があり受診。受診時の最新 HbA1c は患者の申告では 9.9％（JDS） 

であった。 

２）連携先 （病院か医科診療所か）歯歯歯歯科→科→科→科→医科医科医科医科 

歯科から医科診療所への紹介。 

３）連携方法 （使われた情報提供ツール、連携の一連の流れなど）  

情報提供には診療情報提供書が用いられた。 

糖尿病コントロール不良が歯肉炎症増悪のと判断し、医科診療所へ糖尿病コントロールを依頼。    

４）連携結果 （患者のその後の医科受診、歯周病・糖尿病の経過など） 

  連携１か月後に当院来院。HbA1c は 7.6％（JDS）にコントロールされており、要抜歯状態 

であった左側上顎２、３抜歯を実施し、術後問題なく治癒した。 

５）患者の感想、連携医科の感想（反応） 

糖尿病の合併症に理解を示され感謝された。 
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    ⑤⑤⑤⑤彦根彦根彦根彦根地域地域地域地域（（（（彦根歯科医師会／彦根歯科医師会／彦根歯科医師会／彦根歯科医師会／彦根市・犬上郡）彦根市・犬上郡）彦根市・犬上郡）彦根市・犬上郡）    

（１）地域歯科医師会の取り組み（１）地域歯科医師会の取り組み（１）地域歯科医師会の取り組み（１）地域歯科医師会の取り組み    

【【【【糖尿病・歯周病医科歯科連携事業に係る研修会・多職糖尿病・歯周病医科歯科連携事業に係る研修会・多職糖尿病・歯周病医科歯科連携事業に係る研修会・多職糖尿病・歯周病医科歯科連携事業に係る研修会・多職種連携会議等の開催種連携会議等の開催種連携会議等の開催種連携会議等の開催】】】】  

◆研修会・地域イベント 

日時 対象 研修会名・演題・講師 参加者数 

H23 

10.27 

医療 

関係者 

【糖尿病-歯周病連携事業研修会】 

「糖尿病治療の実際」 ◇彦根市立病院 内科部長 黒江彰 

「糖尿病と歯周病、双方向からのアプローチ 

～地域連携パスの実践にあたり～」 ◇彦根歯科医師会 武藤幸夫 

37 

H24 

5.26 

一般 

県民 

【彦根市立病院「ふれあいまつり」】糖尿病ブース 

糖尿病-歯周病ポスター・パネル掲示、リーフレット配布、ＣＭの放映、

来場者への解説、口腔相談等 

ｲﾍﾞﾝﾄ全体

で 3,000 

H25 

2.13 

健康 

推進員 

【講演会「糖尿病と歯周病の関連性について」】 

◇滋賀県歯科医師会公衆衛生部 部長 堀口徹 

20 

H25 

3.17 

一般 

県民 

【市民公開講座】 

「見直そう糖尿病の生活習慣 -食事、運動、喫煙そして”歯周病”-」 

◇彦根市立病院 副院長 矢野秀樹 

「糖尿病とお口の病気のお話し -歯周病はお口の生活習慣病-」 

◇彦根市立病院 歯科口腔外科 部長 山田剛也 

＊血糖値無料測定「あなたの血糖値はかってみませんか？」 

 測定・保健指導（彦根市立病院看護師 4 名） 

 

 

131 

H25 

5.18 

一般 

県民 

【彦根市立病院「ふれあいまつり」】糖尿病ブース 

糖尿病-歯周病ポスター・パネル掲示、リーフレット配布、ＣＭの放映、

来場者への解説、口腔相談等 

ｲﾍﾞﾝﾄ全体

で 3,500 

H25 

11.30 

医療 

関係者 

【糖尿病と歯周病に係る医科・歯科連携事業研修会】 

「糖尿病患者の体のサイン」 ◇彦根市立病院 看護師 岩崎裕美 

「咀嚼力に合わせた糖尿病治療」◇彦根市立病院 栄養士 山本卓也 

57 

 

◆多職種連携会議（検討会） 

年度 会議名 回数 参加者数 出席職種・団体等 

H23 

糖尿病と歯周病に係る 

医科歯科連携検討会 

1 回 27 名 

医師会、歯科医師会、薬剤師会、病院（内科

医師、眼科医師、看護師、栄養士、地域連携

室）、保健所、行政、訪問看護ステーション 

H24 （同） 2 回 10～12名 医師会、歯科医師会、病院、保健所、行政 

H25 （同） 1 回 15 名 医師会、歯科医師会、病院、保健所、行政 

  

【【【【主な取組みの目的及び成果主な取組みの目的及び成果主な取組みの目的及び成果主な取組みの目的及び成果（（（（塗りつぶした項目）塗りつぶした項目）塗りつぶした項目）塗りつぶした項目）】】】】    

取組み 

【市民公開講座】 

講師：彦根市立病院 副院長 矢野秀樹、同病院歯科口腔外科 部長 山田剛也 

目 的 

一般県民啓発のため、糖尿病・歯周病を専門とする彦根市立 病院の二先生を講師に招

き、市民公開講座を開催した。 

成 果 

131 名もの参加者を得、県民啓発として手ごたえがあった。  

彦根市立病院には「血糖値無料測定」の同時開催など積極的なご協力を頂き、県民に病

診連携を印象づける効果もあったと思われる。 

 


